
1

JABEE –日本工業教育協会共催
「国際的に通用する技術者教育ワークショップシリーリズ 第６ 回」

テーマ： 学習･教育到達目標 の総合的な 達成度評価

ポートフォリオを活用した達成度評価
－九州工業大学の取り組み事例－

（１） 学修自己評価の取組とポートフォリオ導入
（２） ポートフォリオシステムの開発経緯
（３）ポートフォリオシステムの機能
（４）システム開発と運用の体制
（５）ポートフォリオシステムを使った学修自己評価
（６） これまでの取組の状況
（７） まとめと今後

九州工業大学 西野 和典

2015年12月5日 於）芝浦工業大学 豊洲キャンパス

大学の位置

飯塚キャンパス
（学部・大学院）

戸畑キャンパス
（学部・大学院）

若松キャンパス
（大学院のみ）

•機械知能工学科
機械工学コース、制御工学コース、宇宙工学
コース

•建設社会工学科
建築学コース、地域環境デザインコース、都
市再生デザインコース

•電気電子工学科
システムエレクトロニクスコース、電気エネル
ギーコース、電子デバイスコース

•応用化学工学科

•マテリアル工学科

•総合システム工学科

•知能情報工学科

•電子情報工学科

•システム創成情報工学科

•機械情報工学科

•生命情報工学科
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きっかけはJABEE

• 平成14年度、情報工学部で教育システムの見直しを開始
– 学習・教育目標の見直し

– 学習・教育目標に対するカリキュラムマップの設定

（A）情報と機械を融合した新しい技術を目指し、情報工学と機械工学の双方の基礎と応用を習得する

（Ａ−１）自然科学の基礎―機械情報工学で必要となる数学、および機械情報工学の基礎となる物理・化学につい
て理解し、機械情報工学へと応用できる能力

（Ａ−２）情報工学の基礎―計算機のハードウェア、ソフトウェア、アプリケーションについて理解し、機械情報工学
へと応用できる能力

（Ａ−３）機械工学の基礎―機械工学の基礎概念について広く理解し、機械情報工学へと応用できる能力

（Ｂ）情報と機械を融合した新しい技術を目指し、理解力、思考力、問題解決能力、論理的表現力を総合的に養う

（Ｂ−１）デザイン・構想力―設計法を理解し、与えられた制約条件のもとで仕様・性能を満たす設計ができる能力

（Ｂ−２）実験―実験の目的を認識しながら実験を計画・遂行し、実験において体験する諸現象を評価できる能力

（Ｂ−３）実習―設計から製造に至るプロセスを体験し、そのプロセスで必要とするスキルや知識を適用できる能力

（Ｂ−４）問題解決、総合力―機械情報工学分野の与えられた課題に対して、基礎知識と専門知識を応用する能
力、および計画的に取組み、まとめあげる能力

（Ｃ）情報と機械を融合した新しい技術を目指し、種々の歴史、文化、習慣、価値観を背景とした技術の役割と倫理的
責任を理解し、 人類の幸福と国際協調に貢献できる能力を身につける

（Ｃ−１）技術者倫理―技術者が社会や自然環境に対して果たす倫理的責任の自覚

（Ｃ−２）国際社会と文化―社会、文化、習慣の歴史や価値観を理解し、国際協力できる能力

（Ｃ−３）コミュニケーション―技術文書の作成、プレゼンテーション、外国語の基礎

（Ｃ−４）協調性とリーダーシップ―共同作業を進める上での協調性を理解し、その役割と責任や責務の範囲で
リーダーシップを発揮する能力

機械情報工学科の学習・教育目標（抜粋）

最初の取組と問題点

• 学習・教育目標の達成を意
識した履修行動の推奨
– 学習・教育目標の周知

– 対応する授業科目の周知

– 達成度の点検

• 指導教員制度の実質化
– 全教員による少人数対応

– 定期的な面談の実施

基準3 教育手段（JABEE）
3.1 教育方法

(1)学生がプログラムの学習・教育目標を達成できるように
カリキュラムが設計され、当該プログラムに関わる教員
及び学生に開示されていること。各科目と学習・教育目
標との対応関係が明確に示されていること。

(2)シラバスが開示され、それにしたがって授業が行われ
ていること。科目ごとに内容、方法、達成目標、評価方
法が示されていること。

(3)学生自身にもプログラムの学習・教育目標に対する自
分自身の達成状況を継続的に点検させ、その学習に
反映させていること。

日本技術者教育認定基準
（2010年度～2015年度）

• 学生の履修行動が改善されない状況
– 取りやすいと噂されている科目を履修する

– 時間割の空いている時間をなんとなく埋める

– 進級や卒業要件に関係しない選択科目は履修しない
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学修自己評価とポートフォリオ導入

• 学生自身が学習・教育目標の達成度を意識しない
–偏差値での大学選びで目的意識が低い
–中学・高校を通じて、与えられたことだけを勉強してきた

• 学修者へと学生を導く指導体制（指導教員制度）などが必ずしも
機能していない
–目的を見誤った学生や問題を抱えた学生に気がつかない
–問題があっても学生から指導教員のもとに相談に来ない
–共同指導体制を有効に活用できる仕掛けがない

対応策
–学習成果を定期的に自己評価させることで、学習・教育目標の達成を考慮
した科目履修を促す

–学修に対する自己管理能力の涵養をはかることで、学生自身の学修意識
を高める

–学生の学修状況や学修意識を指導教員が把握した上で、学生指導と問題
学生の早期発見、共同指導体制における情報共有を円滑にする

学修自己評価とポートフォリオの導入

ポートフォリオシステム開発の経緯

平成15年度平成15年度

平成16年度平成16年度

平成17年度平成17年度

平成18年度平成18年度

平成19年度平成19年度

平成20年度平成20年度

平成21年度平成21年度

平成22年度平成22年度

平成23年度平成23年度

平成24年度平成24年度

平成25年度平成25年度

平成26年度平成26年度

平成27年度平成27年度

自己評価の取組を開始
紙シートを使った学習成果
自己評価の取組を開始

紙シートを使った学習成果
自己評価の取組を

情報工学部全学科に展開

学修自己評価システム

全学での運用を開始

インターフェイスと機能を刷新した

新システム開発を開始

学修自己評価システム
新バージョンの運用を開始

紙シートを使った学習成果

自己評価の取組を全学展開
平成19年から紙シートを電子化する

システム開発を開始

学修自己評価システム
プロトタイプ版の情報工学部での

試用運用を開始

情報工学部5学科のJABEE認定

情報工学部機械情報工学科の取組としてはじまる。

中期目標・中期計画

情報工学部の５学科すべてが学習成果自己評価シートを
導入した取組を開始する。

全学的な取組となり工学部の全学科に導入する。

紙シートをベースにした学修自己評価システムの開発と学
修意識改革の取組がはじまる。

学修自己評価システムのプロトタイプを情報工学部に導入
し試用評価すると同時に機能追加を行う。

正課外活動を記録する機能等を追加したeポートフォリオを
全学的に稼働する。

全学運用をスムースにするための新システムの開発を開
始する。

カスタマイズ性とインターフェイスを刷新した新システムの
全学運用を開始する。

開発

学修自己評価システム
GCE可視化対応

ルーブリックでの自己評価機能
開発

GCE（Global Competency for Engineer）可視化、ルーブ
リックでのパフォーマンス自己評価のための機能開発
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達成度評価シート

成績の記録

各目標の達成具合
を確認

学習・教育目標ごと
の成績を合計

学習・教育目標

学習成果自己評価シート

• 達成度の点検
– 各学期の達成状況を視覚的に

確認
– 科目系統レーダーチャート
– 学習・教育目標レーダーチャート

• 自己採点欄
– 履修計画、学習成果、学習への

取組を自己評価、理由も記述

• 自己評価記入欄
– 良かった点、反省点、次学期へ

の抱負
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学習成果自己評価シート・サンプル

達成度の点検
各学期の達成状況を各自
が視覚的に確認

科目系統

レーダーチャート

学習・教育目標
レーダーチャート

単位取得状況の確認
各学期の取得単位を記入し
これまで取得した単位と合
わせて学習状況を確認する

学習成果自己評価シート・サンプル（つづき）

自己採点欄

履修計画、学習成果、
学習への取組みを自
己評価

その理由も記述
自己評価記入欄

良かった点、反省点、
次学期への抱負
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取組の有効性

1. 学生自身の取組み
– 学習成果自己評価シートは全学的に実施し、学生自身に

よる達成度の継続的点検と学習への反映が行われている

– 学生も熱心に取組んでいて、当初の予想以上に定着

– 学習成果自己評価シートは学生各自がファイルに綴じて、
４年間の学習記録（ポートフォリオ）となっている（写真１）

写真１ 学習記録

– 平成１７年度のJABEE実地

審査、極めて高い評価を受
け、情報工学部全学科が
認定

取組の有効性（つづき）

2. 指導教員制の活性化
– 教員との面談を実施して

いる一部の学科では、実
施率90%にも達している
（図５）

– 指導教員制度が活性化さ
れ、オフィスアワーも含め、
学生と教員のつながりが
強化

– 学習成果自己評価シート
は、学生と指導教員のコ
ミュニケーションツールと
なっている
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全 学

実施組織

教育高度化推進機構

教育企画室

学習教育センター 学務部・学務課

学修ポートフォリオ専門作業部会

工学部

教務委員会

教務係

予算要求
新企画案

方針

実施計画
開発企画 連携と調整

実施計画

会議運営・システム管理
新企画案
実施報告

開発仕様書

要件要望
実施報告

方針
予算

方針
企画

実施
計画

要件要望
実施報告

実施
計画

予算
要求

実施
計画

実施
報告

教務委員および教員

各学科

情報工学部

教務委員会

教務係

実施
計画

実施
報告

教務委員および教員

各学科

役割：教育活動および学習環境
の改善

• 教育に関連する企画や計画の実施

• 教育活動と学習環境整備に関連し
た取組の支援

• eLearning支援

• 学生サポーターやTAの育成

• FD/SD活動の支援

陣容：センター長、副センター長、
専任教員4名、兼担教員7名、専
任技術職員1名、事務職員6名

• eポートフォリオを使った学修自己評価
• 初年次教育

• 自学自習力育成による学修意欲と学力
の向上

• 高等教育IT活用推進事業
• eラーニング高等教育連携事業

• 個人所有のモバイル情報端末を用いた
学習サイクルの活性化

• MSSCグローバル教育プログラム
• エンジニアリング・デザイン教育強化

役割：ポートフォリオシステムの機
能追加および運用方法や体制の
整備

• 学部ポートフォリオシステムの開発

• 実施体制の整備および全学調整

• 大学院ポートフォリオシステムの開発

• ポートフォリオシステム活用のための
機能拡張

陣容：部会長、学習教育センター
教員1名、全学情報推進課職員1
名、全学事務職員2名、各部局教
務担当教員1名、各部局教務担当
事務職員1名、その他教員

• 学修自己評価システム
• 大学院版ポートフォリオシステム
• 教職カルテシステム
• 授業評価と分析ツール

• 全学的な取組として展開するための仕組み
– 全学方針に基づくトップダウンと、アイデアや企画のボトムアップが集約

– 全学の事務部がシステムの管理主体

ポートフォリオシステムの仕組み

学 生学 生

• システムのアクセス状況の確
認する．

• 成績平均の履歴の確認する．
・取得単位数の履歴の確認する．
・通算GPAとGPAの学期年度ご
との履歴の確認する．

• 学習・教育目標ごとの授業科
目成績を確認し自己評価する．

• 学習・教育目標ごとの達成度
を確認し自己評価する．

eポートフォリオシステム（学修自己評価システム）eポートフォリオシステム（学修自己評価システム）

(d-1) 履修課程データ：授業科目，科目区分，単位数，時間割
(d-2) 成績関連データ：学籍，授業成績，取得単位，GPA
(d-3) 自己評価データ：自己採点，学習意識，自由記述

1年 2年 3年

前期 後期 前期 後期 前期

(A)

(B)

授 業

授 業

授 業

授 業 授 業

授 業 授 業

授 業

授 業 授 業

授 業 授 業

授 業

(b) カリキュラムマップ

(A) ○○工学と○○工学の基
礎を習得する．

(B) 理解力，思考力，問題解決
能力，・・・を総合的に養う．

(C) ○○○，○○○，・・・を理
解する．

・
・
・

(a) 学習・教育目標

・

(1) ○○○の定理に関する基本的な性質を理解してい
る．

(2) ○○○の概念を理解し具体的な問題を解くことが
できる．

(3) ○○○の原理を具体的な応用に使うことができる．
・
・
・

(c) 授業科目ごとの達成目標• 授業の達成度を自己採点する．
• 達成度について自己評価しそ
の内容を入力する．

・学修意識を自己採点する．
• 学修意識について自己評価し
その内容を入力する．

• 将来の夢や目標，学業への取
組方，正課外活動について自
己評価しその内容を入力する．

(d) 教務関連および自己評価データ

• 教務情報システムと連携
– 履修や成績情報を達成度という観点から提示する

– 授業ごとの達成度の自己採点と学修実態の自己評価を記録する

学修状況と自己評価の履歴が記録される
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学修自己評価システムの機能

機能の名称 対象 機能の概要 役割

スタートページ 学生 システムのアクセス状況や入力状況、成績、
取得単位数の推移に関する履歴を表示する。

アクセス状況の視覚化や成績等の情報を集約
し見易くすることでシステムの利用を促す。

学習・教育目標の評価 学生 学習・教育目標と授業科目の対応関係および
履修科目の成績を表示する。授業科目ごとに
設定された達成度を自己採点させる。

学習・教育目標と授業科目の関係を意識させる。
授業科目ごとの理解度を認識させる。学修を自
己管理する能力を育成する。

達成度のチェック 学生 学習・教育目標の達成度をチャートを使って表
示する。達成度に関する内省結果を記述させ
る。

学習・教育目標の達成を意識させる。達成度を
向上させるために学修に関する内省を促す。

学修意識のチェック 学生 学修意識に関するアンケート項目に回答させ
結果をチャートで表示する。学修意識に関す
る内省結果を記述させる。

自己の学修意識を認識させる。前回の結果と
比較できるようにすることで学修意識の向上を
促進する。

自己評価の総括 学生 学業や目標、学生生活、サークル活動などに
ついて自由記述させることで自己評価を総括
させる。

自己評価を行ったことで生じた意識を記録させ、
過去の状況と比較させることで、成長を実感さ
せる。学生の為人や生活を把握する。

アクティビティ・チェック 学生 出欠状況や図書の貸し出し状況、システムの
利用状況を表示する。

勉学へ繋がるアクションを見せることで、より
いっそうの取り組み姿勢を引き出す。

教員コメント 学生
教員

指導教員から学生へのコメントを表示する。
（学生は閲覧のみ）

学生とのコミュニケーションの一端として活用す
る。

教員メモ 教員
職員

学生の修学状況など教員所感を記録する。
（学生には非表示）

学生に関する覚書や複数の教職員による指導
における情報共有に利用する。

学生が行う学修自己評価の流れ

• 自己評価の取組状況（入力状況）を確認する

• これまでの成績や単位取得状況を確認する

• 授業科目ごとに成績を確認し科目ごとに設定された達成目標
の自己採点を行う

• 学習・教育目標の達成度をチェックする

• 達成度向上に向けた今後の取組や反省を入力する

• 学修意識に関する質問に回答して自己の学修実態を確認する

• 学修意識の変化について内省しその結果を記述する

• 自己評価の総括する
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自己評価の取組状況、取得単位、成績の確認

自己評価のために準備された機能画面へのタグ

入力状況（自己評価の取組状況）を確認する

単位取得状況と
成績の履歴が半
期ごとにわかる

授業科目ごとの成績確認と自己評価（その１）

学習・教育目標ごとに対応する授業科目の成績を確認する

学習・教育目標とそれに対応する
授業科目が表のような形式で表
示されている

履修した科目のマスには科目成
績と自己採点が表示される
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授業科目ごとの成績確認と自己評価（その２）

授業科目ごとの達成度を自己採点する画面が
表示される

授業科目を
選択

授業科目ごとに設定された達成目標を自己評価する

学習・教育目標の達成度チェック

学習・教育目標ごとの達成度をチェックする

成績と自己評価点、設定した達成
度を学習・教育目標ごとにチャート
で表示することで視覚化する。
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達成度に関する内省

学習・教育目標の達成度をチェックした
後に反省や今後の取組などを自由記述
欄に記述する

自由記述欄に記述したことは記録
として残るので、これまでの自己
評価の結果を振り返りながら内省
を繰り返し行うことができる

学修意識の自己チェックと内省

学修意識を問う質問に5段階回
答させその変化をチャートで表
示して学修意識の向上をはか
る

学修意識を自己チェックする
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自己評価の総括

自己評価を行った結果や、夢と目
標や学生生活、正課外活動など
について気がついたことを自由記
述欄に書き留め記録に残しておく

書き留めた内容は過去に遡って
見ることができる

自己評価および内省の結果を書き留めておく

教員のスタート画面
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教員メモ

取組の状況

知能情報 システム創成情報 電子情報 機械情報 生命情報

周知
方法

4月10月の学科
オリエンテーショ
ンで周知

4月の修学ガイダンス
と、必修科目の時間
での案内

必修科目の時間
を一部使って繰
り返し案内

指導教員から連絡
と掲示版への掲示

必修科目の時間を
使っての案内と、卒
研中間発表会での
指示（9月）

学生 学期開始1ヶ月
間で自己評価を
行う

学期開始1ヶ月間で自
己評価を行う

学期開始1ヶ月
間で自己評価を
行う

学期開始1ヶ月間
で自己評価を行う

ＡＶ端末室に学生を
集めて一斉に行う

教員 コメント入力
未実行学生に入
力を促す指導

コメント入力
メール指導
学生面談

コメント入力
未実行学生の呼
び出しと面談

コメント入力
指導学生との面談

コメント入力
問題学生との面談

学科

での
活用

学科教育検討会
議で問題学生の
対応を検討

指導教員の履修指導
問題学生には学科と
して対応

問題学生の面談
結果を学科教育
検討会議に報告
し対応を検討

面談結果を学科教
育検討会議に報告
し問題学生の対応
を検討

学科教育検討会議
で問題学生の対応
を検討

学期の始まりに前学期の学習成果について、システムを使って学
生に自己評価をさせる

•自己評価の学生指導や利活用の仕方は各学科の教育方針による
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ガイダンスおよび入力風景

システムの利用状況

各学年の学生数 約450人

情報工学部5学科の年度別
システム利用学生数

• 自己評価を義務化していない状況下で約70%の学生がシステ
ムを使った学修自己評価の取組を行っている

• 学年が進行するにしたがって利用者が減少する傾向がある。
• 研究室配属される4年生についても自主的に自己評価の取組を
行う学生が見られた
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学科別の利用状況

• 学生への周知・啓蒙の仕方や個人面談の併用などにより学修
自己評価の取組を学生に広く普及することができる

• 取組の意義を学生に伝えることについての学科コンセンサスと
教員の意識も重要である

繰り返しの指導や冊子の配
布、個人面談との併用、端
末室での一斉入力などを
行っている学科の利用率は
高い傾向にある

期待される効果

• 自己評価と内省のきっかけを与える
– 記録するという行為が自己評価という行為を意識に残すことに繋がる？

– 繰り返しのトレーニングにはなる

• 学生とのコミュニケーションツール
– 学修状況や生活状況を知ることができる

– 学生との面談での資料となる

• 問題学生の早期発見
– 成績の履歴を一目で把握できる

– 自己評価の取組状況なども有益な情報源になる
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期待される効果

• 教員の意識改革
– 学生指導に意識を向けるようになる？

– 学生指導など教育に関する取組へのコンセンサスを得やすくなる

• 対外的な効果
– 教育に関する組織的な取組として大いにアピールできる

– アウトカム重視といえる？

• データの利活用
– 成績だけでなく自己採点や自己評価の情報が活用できる

– アンケートの代わりの仕組みとして利用できそうである

システムの利用と成績

平成22年度入学生の1年生から2年生になった
ときの成績平均点の変化に対する学生数

• 中央値は-2.82である
• 1年次に比べ2年次の成績は平均で約3点下がる

中央値を基準に成績が上がった
側にいる学生についてアクセス回
数別の学生数分布

中央値を基準に成
績が下がった側に
いる学生について
アクセス回数別の
学生数分布

• 成績が上がった学生の方がシステムに
アクセスしている回数が多い傾向がある

• 優位水準5%の両側ｔ検定により両者の
分布に明確な差異があることを確認した
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まとめと今後の取組

eポートフォリオシステムを使った学修自己評価の取組について、

システム開発の経緯と運用体制、取組の方法および現在の運用
状況を報告した。
• 学科の指導方針により異なるが、約70%の学生が自己評価の取組を行っている

• 学生の自主性にある程度期待する進め方であっても、繰り返しのアナウンスや面談併用などの
学生指導を行うことによって、自己評価の取組を学生に促すことが可能である

• 学修自己評価システムに記録された平成22年度入学生のデータから、成績を向上・維持してい
る学生は、そうでない学生に比べ、システムへのアクセス頻度が高い傾向にある

今後の取組
• 取組を学生に促す仕組みや体制を整備し、学修自己評価の取組を本学の文化として定着させる

• システムに記録された個々の学生の自己評価のデータを分析し、学修自己評価の効果だけでな
く、本学教育全般における教育効果を測る指標を見いだす

• システムに記録された個々の学生の自己評価のデータを、アンケートに変わる情報として授業改
善等のFD活動に利活用するための連携ツールや仕組みを開発する（コースポートフォリオ）

ご興味・ご関心を持たれた大学の皆様へ

http://kit-se-demo.haw.co.jp/kit-demo/

【ログインIDとパスワード】
＜学生＞ ログインID：stu パスワード：stu001
＜教員＞ ログインID：tea パスワード：tea002

【注意点】
テキストの入力等は自由に利用頂けます。
インターネット環境に接続可能であればどこからでもアクセス可能です。
都合により一時的にシステムが停止する場合もあります。

デモシステムのURL

★関心を持っていただいた機関（大学・学部・学科等）
がございましたら、ご連絡をお待ちしております。

ltc-office@jimu.kyutech.ac.jp

★このシステムを、他大学でもお使いいただけるよう
な仕組みを、現在考えています。


